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9月 19日 (日)原 井小学校において、現在の校

舎での最後の運動会が行われました。その中で、

グラウンドに児童が人文字を作 り、地域の参加

者が周 りを取り囲み、校舎への感謝の気持ちを

表しました。

〒6978501 1番地
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新
！平

r漂‐田市11誕生
蔵117年10月111日lt土}|に決定|!

0月23日(本)|と旭町で開催された第21団浜田市 t金城Br l

旭町■弥栄村 |三隅町合併協議会で、合併期国が平成17年

10月1日 位)|こ決ま―りましたも        ■ ■■

市町村合併に関する 『市長懇話会』を開催します
市民の営さん|こ「市町村合併」|こついての協議結果や新市建設計画を説明するため、下表のとおり市長懇話会

を市内 9地 区で開催します。 9地 区どの会場でも参カロできますし、事前の申し込みほ魅要ありませんので、ふ

るつて参力□して<だ さい。

また、町内や各種団体などで合併|こ関する説明会の開催希望があれば、お気軽こ申し出て<だ さい。市職員が

出向いて説明します。

地 区 □8守 場所

周 布 0月30日 働  午 後 1時 30分～ 周布公民館

国 府 0月3 1日 (日)午 前 10時～ 国府公民館

宇 野 月 1日 側  午 後 了時～ 宇野公民館

大 麻 月 2 日 火)午 後 了8寺～ 大麻公民館

長 浜 月 4 日 本)午 後 70守～ マリン交流センター

石  見 月 5 日 金)午 後 7時 ～ 」Aふ れあいホール

浜  日 月 6 日 土)午 後 1時 30分～ 浜日市民集会所

有 福 月 8日 側  午 後 7B寺～ 国府公民館有福分館

美 ) 月 9日 快)午 後 78寺～ 農業構造改善センター

問い合わせ先 市 町村合併推進室 (a内線 336)
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橋的嘘輯脱擬報韓|します

国土交通省では、浜日市長沢町において、浜日バイ

パスと浜日自動車道との接続をスムーズこするための

立体交差工事を進めています。

この工事は、市民のみなさんの温かいご支援、ご協

力|こより、平成16年12月|こ完成する予定です。
きようl lよう

この立俸交差で新し<設 置する橋 梁の名称を募集

します。ぜひ応募して<だ さい。

応募締切日 10月 29日 0

応募方法 官 製はがき|こ①橋の名称 ② 名称の簡単な

説明 ③ 住所 ④ 氏名 ⑤ 年齢 ⑥ 電話番暑を記入

のうえ応募して<だ さい。また、橋の名称は、はが

き 1枚 こつき 1つとして<だ さい。

発表 「広報はまだ」および国土交通省浜日河川国道事

務所のホームページ (hitp://www hamada m it g

o jp/)で発表します。

応募 ・問い合わせ先 国 土交通省浜日河川国道事務所

工務第二課 橋 の名称募集係 (〒6970034 相 生町

3973 a② 2 4 80 内 線 412)

「

●浜日教育セツター
  石 央物流団地

浜
日
バ
イ
パ

ス

広報ほまだ :平成16年10月15日暑



道驚交通法が改正されました
1道路交通法の一部を改正する法律が6月 9日 こ公布

されました。

日本の道路事情をスムーズこするのは、下人ひとり

の心がけと道路交通法の遵守です。改正法をチェック

してく日々の運転に活かしましょう。

違法駐車対策 〈平成18年6月 9日 までに施行〉

連転者の責任追及ができない場合|こは、使用者(車

検証こ記載されている管理者)こ対して取置違反金の

納付命令が出されます。違反金滞納者は、車検を受す

るため|こは滞納していた違反金

の納付を証する書面の提示が魅

要となります。T定 回数以上の

納付命令を受けると、自動車の

使用制限命令が出されまする放

置車両の確認事務を民間法人 こ

委託することができるよう|こなります。

携帯電話対策 (平成16年11月1日施行〉

従来(連 転中の携帯電話使用|よ、その行為|こようて

交通の危険を生じさせた場合に罰貝」を科していました

が、改正後は、運転中の使用そ

のもの(手|こ持つている場合)が

罰せられることになりました。

減点は1点、反貝J金は大型自動

車が7,000円、普通自動車と自

動二輪車が6,000円、原動機付

自転車がう,000円となります。

自動二輪車の二人乗り規制の見直し く平成17年6月 8

日までに施行〉

従来、全面禁止だった高速自動車国道と自動車専用

道路|こかける自動二輪車の二人

乗りを、T定 の条件下|こおいて

認めること|こなりました。条件

は、年齢20歳以上かつ経験 3年

以上です。これ|こ淳反すると19

万円以下の罰金となります。

運転者対策 (平成19年6月 8日 までに施行〉

自動車の種類として車両総重

墨 5～ 11トンの中型自動車を、

免許の種類としてこれ|こ対応す

る中型免許をそれぞれ新設し、

受験資格を20歳以上で経験 2年

以上とします。現行免許保有者

は、今までと同じ範囲の自動車を

飲酒運転対策 〈平成16年11月1日施行〉

飲酒検矢日のため|こ行う8乎気検査の拒否|こ対する罰只」

を30万円以下こヨき上げます

暴走族対策 く平成16年11月1日施行〉

被迷惑者がいない場合でも集団暴走行為の検挙が可

能|こなります。空6か し等の騒音運転等への罰貝」(罰

金 5万 円以下)を新設し、消吉器不備の罰金も 5万 円

以下|こヨき上|ザます。

運転できます。

Ｈ
月
は
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

①
暮
ら
し
を
支
え
る
公
的
年
金

「年
金
」
は
、

高
齢
Ｅ
な

っ
て
働
け

な
＜
な

っ
た
り
、

病
気
や
け
が
な
ど

で
収
入
を
得
る
こ
と
が
難
し
＜
な

っ

た
り
し
て
も
、

誰
も
が
安
定
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
社
会
全
俸
で
支
え

合
う
制
度
で
す
。

多
く
の
国
で
は
、

政
府
や
公
的
な

組
織
が
事
業
を
行
う

「
公
的
年
金
」

の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

日

本
の
公
的
年
金
制
度
は
、

「世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
で
成

り
立

っ
て
い
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、

国
民

年
金
、

厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
ほ
分
け
ら
れ
ま

す
。国

民
年
金
は
、

国
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
郷
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
区
加
入
し
て
い
る
人
は
同
時
に
国

民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
る
こ
と
ほ

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、

就
職

・
転
職

・
退

職

・
結
婚
な
ど
の
人
生

の
転
機
ほ

は
、

そ
の
つ
ど
個
人
で
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
ほ

届
け
出
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

①
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

厚
生
年
金
保
険

・
共
済
組
合
区
加

入
し
て
い
る
人
は
、

保
険
料
ほ
給
料

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
が
、

国
民
年

金
睦
加
入
し
て
い
る
人
は
個
人
で
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
座
振
替
、

前
納
制
度
な
ど
を
利

用
す
る
な
ど
、

納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
ほ
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め

て
い
な
け
れ
ば
、

将
来
年
金
を
受
け

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
社
会
保
険
事

務
所

（な
②
０
６
７
２
）

特別児童抹賛手当
～子ピt危 うの健やかけ成長を何援しきす～

身棒や糧神|こ中度以上の障害のある20歳未満の児菫を養育している

人で、一定の所得要件に該当する場合|こ支給されます。

①手当ての額
・重度 (1級 )障 害 月 額50,900円
・中度 (2級 )障 害 月 額33,900円

来 詳 孫Bはあ問い合わせ<だ さい

申請 ・問い合わせ先

健康長寿課障害者福社係 ① 番窓□ (a内線 155)

広報はまだ :平成16年10月15日暑



カボチャのお化け

国際交流員  デ イ ビッ ド ・ベス トー

普さんは 「ハロウィーンJと いう祭を聞いたことが

あると思います。10月31日[ヨ ーロッパと、特|こアメ

リカの子どもたちがあ化|すの仮装をして近所の家をま

わり、お菓子をもらつて歩<祭 です。しかし、ハロ

ウイーンと言えば、やはり 「カボチヤJで はないので

しょうか?恐 ろしい顔の 「カボチヤちょうちんJと い

うお化けをきさんはよ<矢□っていると思います。しか

し、なぜカボチャほお化け|こなったのでしよう?

現代の 「ハロウイーンJほ 古のケルト民族 (現代の

アイルランドとウエールズ、スコットランド[住 んで

いた人)の 「Samhain」という祭から来ています。カボ

チヤのお化すの理由はそのケルト民族の伝説|こありま

す。

今ほ昔、」acKとぃう男がいました。JacKはいたずら

好きで、ケンカばかりしている飲んだ<れ でした。し

かし、かなり頭がいい人でした。あるハロウイーンの

日、お酒を飲んで帰る途中、」acKほ悪魔と出会いまし

た。悪魔ほ」acKの魂を取りこきたのです。もちろん、

」acKほ魂を失いた<な かつたので、「あなたが本当|こ

悪魔だつたら魂を取つてもいいですよ。しかし、本当

|こ悪魔だと証明するためこ、鋼貨 こなって、私の財布

こ入つて<だ さい。悪魔ならできるほずです。」とJacK

は言いました。惑魔ほ何も者えず言うとおり|こしまし

た。」acKほ財布を閉めて、悪魔を捕らえてしまいまし

た。「開|すて<れ 、開けて<れ !」悪魔が頼みました

が、」acKほ聞きませんでした。そして、JacKはこう言

いました 「もう2度 と私の魂を取りこ来ないと約束し

たら、開けてやるよ。」悪魔ほ

」acKの言うとおり約束して、地

獄へ逃げて行きました。」acKほ

悪魔を縮したけれど、人間です

からいつか死ぬ運命|こあります。こうとうその国が

やって来て、JacKほ天国の門こ行きました。もちろん

いたずら好きで、飲んだ<れ の人ほ天国十こ入れません

ので、」acKほ入ることできませんでした。そして、次

|こ」acKほ地獄の問|こ行きました。しかし、悪魔を編し

たので、地獄こも彼は入ることできせんでした。JacK

は来世|こ行すず、この世|こ残って永遠 こ歩き回る運命

こなってしまいました。3音い道を照らすためこ、悪魔

ほ」acK[1つ の残り火をあ|ザました。JacKは、その残

り火の光を守るためこカブの中こ入れました。今まで

も、彼はその残り火を持ってあちこちを歩き回ってい

ます。暫さんも真夜中|こその残り火を見たことがある

かもしれません。

でも、なぜカブがカボチャこ?ハ ロウィーンでアイ

ルランド人ほ」acKのちようちん (Jack′s La∩ternまた

ほ」acK o/Lantern)をカブで作りました。19世孫己、多

数のアイルランド人はアメリカ|こ移民して、」acKの話

とハロウイーンの祭をアメリカの文化 こ紹介しまし

た。アメリカではカブよリカボチヤが多いので、カブ

の代わり|こカボチャで」ackのちようちんを作るよう|こ

なりました。このようこしてカボチヤほお化す|こなつ

たのです。

今年の10月31国の夜、恐ろしい光を見ても、怖がら

ないで<だ さい…ただの」acKですよ |

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
入
選
作
品

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
浜
田
市

実
施
委
員
会
で
は
、

市
内
の
小

・
中

学
校
の
児
童

・
生
徒
を
対
象
区
標
語

の
募
集
を
行
い
、

応
募
総
数
５
２
６

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ

も
す
ば
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

審
査

の
結
果
、

次
の
人
た
ち
の
作
品
が
入

選
と
な
り
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

○
浜
田
市
長
賞

「
い
け
な
い
」
と
　
い
え
る
人
こ
そ

真
の
友

同
布
小
６
年
　
日
子
　
が
美

き
づ
き
た
い
　
あ
な
た
の
心
の
　
Ｓ

Ｏ
Ｓ

四
中
２
年
　
山石
井
　
美
樹

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委

員
長
賞

忘
れ
る
な
　
自
分
の
命
と
　
家
族
の

心

原
井
小
６
年
　
源
崎
　
由
文

な
か
ま
だ
よ
　
あ
な
た
の
悩
み
も

わ
た
し
の
悩
み

四
中
２
年
　
一二
浦
　
璃
保

○
松
江
保
護
観
察
所
長
賞

や
め
よ
う
ね
　
暴
力
い
じ
め
　
し
ら

ん
ぷ
り

松
原
小
５
年
　
大
下
　
颯
介

あ
な
た
の
笑
顔
が
　
見
た
い
か
ら

話
し
て
み
て
よ
　
そ
の
悩
み

東
中
２
年
　
右
田
　
朋
子

○
浜
田
市
教
育
長
賞

「お
は
よ
う
」
と
　
つこだ
ま
が
か
え

る
　
通
学
路

周
布
小
６
年
　
中
山
　
俗
美
子

ま
こ
う
よ
　
や
さ
し
い
種
を
　
咲

か
せ
よ
う
　
や
さ
し
い
花
を

一
中
３
年
　
一二
浦
　
彰
悟

○
浜
田
地
区
保
護
司
会
浜
田
市
支

部
長
賞

勇
気
だ
し
　
い
け
な
い
事
は
　
伝

え
よ
う

雲
雀
丘
小
６
年
　
佐
々
本
　
幸
奈

あ
な
と
の
中
に
あ
る
　
勇
気
の
種

を
　
育
て
よ
う

二
中
２
年
　
大
橋
　
友
紀
子

○
浜
日
地
区
更
生
保
護
女
性
会
長

曽貝

世
界
に
は
　
あ
な
た
の
か
わ
り
ほ

い
な
い
ん
だ

原
井
小
５
年
　
大
下
　
優
子

い
て
＜
れ
る
　
た
だ
そ
れ
だ
け
で

笑
顔
に
な
れ
る

三
中
１
年
　
日
淵
　
一宰
子

○
審
査
委
員
長
賞

も
う

一
度
　
も
し
ぼ
＜
だ

っ
た
ら

と
　
考
え
て

周
布
小
６
年
　
真茉
谷
　
直
紀

気
づ
＜
こ
と
　
そ
れ
が
未
来
を

変
え
て
い
＜四

中
３
年
　
坪
内
　
歩
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島根県立大学
Newsv。 lH
～海の見える丘から～

昆訟話 :0855-24‐2200

ホームベージ:httP〃wVW‐u‐shimane.acttP

Cで OC000000で 000で 00で 000で 00

▲始球式をする宇野学長

▲グループ発表をする参加者
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８
月
８
日
０
～
１０
日
側
ほ
本
学

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
全
国
高
校
総
俸

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
８
日
区
ほ
試
合
に

先
立
ち
、

宇
野
重
昭
学
長
に
よ
る

始
球
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
と
浜
日
市
や
地
域
と
の
関
係

は
大
都
市
の
大
学
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
深
い
と
い
え
ま
し
よ
う
。

も
と
も
と
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
大
学

で
す
の
で
、

島
根
県
は
も
と
よ
り
、

こ
と
Ｅ
浜
日
市
と
は

「大
学
を
支
え

る
会
」
や

「大
学
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
＜
り
」
な
ど
を
ほ
じ
め
日
常
的
な

交
流
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
さ

ら
に
教
職
員
の
地
域
連
携
活
動
を
支

援
し
、

よ
り
系
統
的
に
社
会

・
教

育

・
文
化
、

政
策
連
携
活
動
を
促
進

す
る
た
め
、

地
域
連
携
委
員
会

（於

交
流
セ
ン
タ
ー
）
を
大
学
に
設
置
し

ま
し
た
。

近
＜
窓
□
を
置
い
て
産
公

学
な
ど
の
課
題
ご
と
に

「地
域
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
順
次
配
置

し
て
い
＜
方
針
で
す
。

懸
念
さ
れ
る

地
域
社
会
の
活
力
低
下
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
、

地
域
の
政
策
活
動
、

叢

生
し
つ
つ
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
諸
団
体
や
福

祉
団
体
の
支
援
、

ま
ち
づ
＜
り

。
中

山
間
地
域
の
農
業
文
化
支
援
、

地
域

中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ビ
ジ
ネ

ス
の
振
興
な
ど
の
地
域
社
会
経
済
活

動
の
活
性
化
、

シ
ー
ズ
発
掘
区
つ
い

て

「協
働
」
の
立
場
で
者
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
２
国
か
ら
５
日
ま
で
に
国
連

大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル

・
セ
ミ
ナ
ー

「島
根
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、

「海
を
め
ぐ
る

環
境
と
人
間
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

海
洋
汚
染
や
海
洋
資
源
の
枯
渇
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
、

講
義
と
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
徴
は
、

少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ

ン
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
す
。

４
日
間
の
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
に
夢
中

に
な

っ
て
参
加
し
た
学
生
ら
は
、

海

の
問
題
Ｅ
つ
い
て
理
解
が
深
ま

っ
た

だ
け
で
な
＜
、

人
間
的
に
も
大
き
＜

成
長
し
ま
し
た
。

！　

　

！

○
海
遊
祭

１０
月
１６
日
Ｕ
、

１７
日
個

①
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

・
サ
ロ
ン

ー０
月
２７
日
側

午
後
５
時
～
７
時

発
表
　
大
橋
教
授
、

山
崎
篤
典
石
西

文
化
会
館
長

場
所
　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン

タ

ー
棟

２

Ｆ
レ

ス
ト

ラ

ン
・

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

○
公
開
講
座

『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

１０
月
郷
日
側
　
江
島
助
教
授

「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
家
」

１０
月
野
日
側
　
朴
教
授

「
石
見
焼

・
唐
人
焼
の
ル
ー
ツ
を

深
る
」

１１
月
１０
日
側
　
大
橋
教
授

「構
造
改
革
特
区
」

時
間
　
午
後
６
時
‐５
分
～
了
時
４５
分

場
所
　
講
義
研
究
棟
中
講
義
室
５

万
中
小
企
業
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
、

昨

年
セ
月
よ
り
県
立
大
学

で
研
究
を

衛
っ
て
い
ま
す
。

る
見
公
民
館
で
毎
週
火

・
木
躍
日

国
連
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ミ

ナ
ー
開
催

助
教
授
　
江
□
真
理
子

楽
し

は豊
窒晶
金云捻
辰チ塔
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「袋、いりませんJの と言でごみ減量

10月ほ環境睦やさししヽ買い物キヤンベーン月間で

す。

ごみの減曇とリサイクルを進めるため|こ|よくまず、

ごみの発生を少な<す ることが重要なポイントこなり

ます。

わをしたち消費者が簡単こできることとして、買い

物のときはマイバッグを持参して、家|こ持ち帰るとす

ぐごみ|こなってしまうレジ袋を減らしましよう。

いらないもの、ごみ|こなるものは断わる… 「あ、袋

いりませんJ…・はじめほ勇気がいりますが 「言う気J

を出して言ってみませんか。

市内|こは 「ごみ減曇 ・リサイクル」こ積極的|こ取り

組んでいるお店 「エコショップ」があります。また、

マイバッグを持参して買い物をした場合、割3ポ イン

トがつ<店 舗がありますのでご利用<だ さい。

問い合わせ先 環 境課環境保全係 (a内線 256)

あ !

袋いりません

が
け
地
近
接
な
ど
の

危
険
住
宅
移
転
費
用

を
助
成
し
ま
す

国
や
県
、

市
で
は
、

が
け
地
の
崩

壊
、

土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
生

命
Ｅ
危
険
を
お
よ
ほ
す
恐
れ
が
あ
る

区
域
Ｅ
建

っ
て
い
る
危
険
住
宅
を
、

安
全
な
場
所
に
移
転
し
た
り
、

新
た

Ｅ
建
設

（購
入
も
含
む
）
し
た
り
す

る
費
用
区
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

平
成
１７
年
度
Ｅ
こ
の
事
業
を
希
望

す
る
人
は
、

１１
月
１５
日
側
ま
で
Ｅ
申

し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅
　
昭
和
３５
年
１０
月

４
国
以
前
Ｅ
建
て
ら
れ
た
住
宅

〇
補
助
金
の
内
容

除
去
費
　
危
険
住
宅
の
撤
ム
費
用
お

よ
び
移
転
な
ど
に
要
す
る
費
用
。

１
戸
当
た
り
の
補
助
限
度
額
ほ
７８

万
円
で
す
。

建
物
助
成
費
　
危
険
住
宅
に
代
わ
る

住
宅
建
設
の
た
め
、

金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
場
合
は
、

僧
入

金
の
利
子
相
当
額

（利
率
年
８

・

５
％
を
限
度
と
す
る
。

）

１
戸
当
た
り
補
助
限
度
額

建
物
　
　
　
４
４
４
万
円

土
地
取
得
　
２
０
６
万
円

敷
地
造
成
　
　
５
８
万
円

問
い
合
わ
せ
先
　
建
築
住
宅
課
指
導

係

（
ａ
内
線
３
５
５
）

市民農国開設相談
農地所有者が、遊休農地の利用を拡大し、農業者

以外の人が自家用の農産物を栽培する市民農園を開

設したいとき (これを農園利用方式といいます)|こ、

開設の方法や管理運営のあり方または利用者の募集

方法など|こついて、農業委員会で相談を行ってしヽま

す。気軽|こご相談<だ さい。

問い合わせ先 農 業委員会事務届 (容内線 235)

広報はまだ :平成16年10月15日暑



高
齢
者
に
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
援
種

１１
月
１
日
か
ら
高
齢
者
区
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
個
別

接
種

（指
定
医
療
機
関
）
で
実
施
し

ま
す
。

予
防
援
種
ほ
よ
っ
て
得
た
免
疫
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
と
流
行

を
抑
え
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人

は
、

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な

ど
十
分
ほ
理
解
し
た
上
で
、

本
人
の

判
断
で
接
種
を
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
　
６５
歳
以
上
の
人

実
施
期
間
　
１１
月
１
日
側
～
平
成
１７

年
１
月
３‐
日
働

（

接
種
回
数
　
１
□

接
種
料
金
　
自
己
負
担
金
１
、
５
０

０
円

（施
設
の
入
所
者
お
よ
び
医

療
機
関
の
入
院
思
者
は
１
、
０
０

０
円
）

※
　
生
活
保
護
受
給
者
ほ
無
料

申
込
方
法
　
左
表
の
指
定
医
療
機
関

に
直
援
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
医
療
機
関
に
よ

っ
て
ほ
予
約
が

必
要
で
す
。

詳
細
は
各
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
５
、
１
６
６
）

ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習
会

ふ
る
さ
と
の
情
景
や
身
近
な
イ
ベ

ン
ト
、

あ
る
い
は
地
域
の
三
ュ
ー
ス

を
発
信
す
る

「
ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー

タ
ー
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
養
成
語

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
会
の
修
了
者
に
は
、

地
域
レ

ポ
ー
ト
作
品
を
制
作
し
て
も
ら
い
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
な
ど
で
放

映
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
紹
介
を
し
た
い
人
、

カ
メ

ラ
や
ビ
デ
才
ほ
興
味
の
あ
る
人
、

ふ

る
っ
て
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

な
お
、

効
果
的
な
講
習
会
と
す
る

た
め
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

（
り
ま
す
。

対
象
　
浜
日
市

・
那
賀
郡
の
在
住
者

期
日
　
１１
月
１０
日
側
、

１７
日
ｍ
、

２

日
側

定
員
　
１５
人
程
度

受
講
料
　
無
料

内
容
　
素
材
選
定
の
仕
方
、

台
本
の

書
き
方
、

取
材
の
仕
方
、

カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
、

編
集
の
仕
方

指
導
協
力
　
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
の
の
技
術
者

※
　
カ
メ
ラ
な
ど
の
機
材
は
用
意
し

ま
す
が
、

家
庭
用
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

才
を
持

っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て

＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
１０
月
２９
日
０
魅
着

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に

「
ふ
る

さ
と
レ
ポ
ー
タ
ー
養
成
請
習
会
参

加
希
”
置

と
明
記
の
う
え
、

防
要

事
項
（住
所
、

氏
名
、

電
話
番
暑
、

応
募
の
動
機
）
を
記
入
し
て
、

申

し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
１１
月
４
日
ま
で
に
受
講
決
定
の

ほ
が
き
を
返
信
し
ま
す
。

詳
細
ほ

そ
の
際
Ｅ
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
６

９
７

１
８
５
０
１
　
殿
町
１
番
地

情
報
管
理
課

（ａ
内
線
２
７
４
）

浜日医療センター     1黒 川町 l ②2300

※ 医 療センターでの予防接種は、原則として入院患者さんと、

継続して受診 している患者さんが対象です。日程が限られ

ていますのであらかじめ主侍医と相談して<だ さい。

指定医療機関電 イ王 所 電話番暑

安東医院 長浜町 ② 0343

池田泌尿器科皮膚科医院 朝 日町 ④ 53 5 3

江本産婦人科医院 片庭町 Cの1 1 8 1

大石内科医院 黒川町 Q903 1 3

大橋整形外科医院 長沢町 ④ 2 1 5 0

小笠原軍鼻阻喉科医院 殿  町 Q24617

岡不胃腸科内科医院 馬 沢 出 995555

沖日内科医院 蛭子町 Q30767

沖日病院 殿  町 ② 1 5 5 5

笠日医院 牛雨町 0 1 6 2 1

小池医院 日脚町 CD1 0 2 0

神日小児科医院 殿  町 2303 1 8

斎藤医院 朝日町 ④ 0228

島日病院 殿  町 の 25 1 1

周布内科医院 治示□町 CD1 0 2 7

すみれ小児科医院 熱日町 201 0 0 6

竹吉胃腸科医院 浅井町 の 2372

日中心療内科クリ三ツク 長沢町 の 1 6 5 0

中村医院 片庭町 Cの1 1 8 3

中村胃腸科内科医院 笠柄町 C980 00

中村呼吸器内科医院 内村町 ② 45 9 3

中村整形外科病院 殿  町 の 3325

中山産婦人科医院 殿  町 000 07 1

西)胃 腸科内科医院 相生町 000 1 0 0

西 サ )F「景F「隔 港  町 ② 2390

能美クリエック 天滴町 の 3231

胃腸科外科半日医院 港  町 C30288

真鍋医院 国分町 Q9003 1

宮本整形外科医院 原 B」 290270

向内科小児科医院 国分町 ⑬ 0 1 6 7

爾重内科眼科医院 高日町 Cの1 5 27

八杉胃腸科医院 下府町 Q01 9 1 1

山根病院 熟日町 ④ 0688

浜田市国保大麻診療所 西村町 ④ 0 0 1 4

男女共同参画コラム～介護のあり方～

平成14年度に浜田市が行つたアンケート調査の中で、介護の励

要な高齢者 ・病人の世話をだれが担当しているかを質問しまし

た。回答者291人の中では、「妻がすることが多い」という回答が

最も多<、 実際|ここの仕事の魅要性が生じた場合|こ担い手となる

のほ妻であることが示されています。

高齢化の時代、それぞれの家庭の状況|こあつた介護のあり方

が望まれます。男安の1生別|こよる役割分担意識から介護者を特

定するのではな<、 それぞれの家庭|こあつた介護のあり方を、
一人ひとりが者えていきましよう。

介護の必要な高齢者 ・病人の世話

妻がすることが多い
326%

―妻と夫が同じ程度分担 58%

夫がすることが多い 10%
主こ親や子どもなど夫婦以外
14%

H148実施 男 女共同参画こ関する市民の意識 ・実態調査より抜粋

問い合わせ先 地 域政策課男女共同参画係 (a内線 344)

該当する仕事はない
361%

広報はまだ :平成16年10月15日暑



市
有
地
を

売
却
し
ま
す

個
人
住
宅
地
の
供
給
お
よ
び
中
小

企
業
者
の
事
業
用
地
取
得
促
進
の
た

め
、

市
有
地
を
公
募

・
地
選
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

希
望
者
は
お
申
し
込

み
＜
だ
さ
い
。

①
申
込
条
件

（抜
粋
）

住
宅
用
地

（店
舗
併
用
を
含
む
）
と

し
て
購
入
す
る
場
合

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
個
人
ま
た
ほ

法
律
に
よ
り
永
住
許
可
を
受
け
て

い
る
外
国
人
。

・
１
世
帯
１
人
１
区
画

事
業
用
用
地
と
し
て
購
入
す
る
場
合

・
中
小
企
業
基
本
法
第
二
条
区
定
め

る
中
小
企
業
者
区
該
当
す
る
法
人

で
、

浜
日
市
内
区
事
業
所
が
あ
る

か
も
し
＜
ほ
こ
の
公
募
で
取
得
し

た
土
地
で
事
業
所
を
開
設
す
る
法

人
で
あ
る
こ
と
。

・
個
人
区
あ

っ
て
は
、

浜
日
市
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
複
数
区
画
の
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
が
、

地
選
で
複
数
区
画
当
選
し

た
場
合
は
、

複
数
区
画
契
約
し
て

も
ら
い
ま
す
。

※
　
い
ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な
い

者
で
あ
る
こ
と
。

詳
細
ほ
お
問
い

合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

申
込
期
限

第
１
回
　
１０
月
２９
日
０

第
２
□
　
１１
月
３０
Ｂ
側

第
３
回
　
‐２
月
２８
日
側

第
４
回
　
１
月
３‐
日
働

第
５
回
　
２
月
２８
日
働

第
６
□
　
３
月
３‐
日
側

※
　
”貝
い
受
け
希
望
の
な
い
区
画
区

つ
い
て
は
、

第
６
□
ま
で
順
次
申

し
込
み
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

（な
内
線
２
５
２
）

箇  所   名 現況地目 実沢」lal積 イl15 格 甫 単 価

① 日町1588番地 1 宅地 159.78「ポ 12,942,000円 81,000円

② 日町1523番地 宅地 183 19rポ 18,868,000円 103,000円

③ 元浜町231番地7 宅地 149 91「ポ 8,020,000円 53,500F電

④ 相生町2139番地17 宅地 178.79「ポ 10,638,000円 59,500円

⑤ 上府町イ2686番地 宅地 428.22百 17,128,000円 40,000円

社
長
さ
ん

あ
な
た
の
義
務
で
す

労
働
保
険

１０
月
は
、

労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

労
働

保
険
の
加
入
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま

す
か
。

労
働
保
険
は
、

労
働
者
が
業
務
上

ま
た
は
通
勤
途
上
で
受
害
を
受
け
た

場
合
、

あ
る
い
は
失
業
し
た
場
合

区
、

そ
れ
に
対
し
て
保
険
給
付
を
行

う
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、

農
林
水
産
事
業
の

一

部
を
除
き
、

労
働
者
を
１
人
で
も
屋

用
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
事
業
主
ほ
労

働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
労
働
保
険
区
加
入
し
て
い
な

い
事
業
主
や
、

こ
れ
か
ら
労
働
者
を

一屋
用
し
て
事
業
を
始
め
る
人
は
相
談

し
て
＜
だ
さ
い
。

相
談
先
　
労
働
保
険
徴
収
室

（ａ
０

８
５
２
①
７
０
１
０
）
、

浜
日
労

働
基
準
監
督
署

客

②
ｌ
８
４

０
）
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
日

（容

②
８
６
０
９
）

変 更
「広報はまだ」10月1

日暑|こかしヽて、次のと

かり変更がありました

ので、訂正します。

◎P ll「第55□浜日市

文化祭協賛行事」【石見

川柳旬会】開催日

【変更前】 11月7日(働

【変更後】 11月14日(日)

広報はまだ :平成16年10月15日暑



建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

建
設
現
場
で
働
＜
人
の
た
め
の
業

界
退
職
金
制
度

（建
退
共
）
で
す
。

対
象
　
建
設
業
の
現
場
で
働
＜
人

掛
金
　
日
額
３
１
０
円

※
　
掛
金
ほ
全
額
事
業
主
負
担
に
な

り
ま
す
。

①
事
業
主

ヘ

・
加
入
時
に
経
費
ほ
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。

・
掛
金
ほ
全
額
非
課
税
で
国
が
掛
金

の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
建
設
現
場
で
働
く
人

ヘ

・
勤
務
地
や
事
業
主
が
変
更
に
な

っ

て
も
退
職
金
ほ
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

・
日
Ｐ
で
退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま

＋
り
。

　
す
汁
一
ｏ
”
＼
＼
〓
〓
〓
　
本
①
Ｄ
付
Ｏ
↓
本
く
〇
　
市

∞
↓∽
＜〇
本
⊂
本
↓⊃　
∞
〇
　
」ｏ
＼

問
い
合
わ
せ
先
　
建
退
共
島
根
県
支

部

（ａ
０
８
５
２
①
９
０
０
４
）

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
を

支
援
し
ま
す

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

（各
種
会

議
、

学
会
、

研
究
大
会
等
）
の
主
催

者
区
補
助
金
を
助
成
し
ま
す
。

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進
事
業

助
成
要
件
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
も
の

側
市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開
催

す
る
も
の

０
開
催
規
模
が
、

県
大
会
規
模
ま
た

ほ
同
等
程
度
以
上
の
も
の

働
市
内
の
宿
泊
施
設
Ｅ
宿
泊
す
る
延

べ
人
数
が
２５
人
以
上
で
あ
る
こ
と

側
産
業
、

学
術
、

文
化
ま
た
ほ
芸
術

の
振
興
Ｅ
寄
与
す
る
も
の

働
営
利
を
目
的
に
す
る
も
の
で
な
い

インターネット塁親募集
現在、飼い主のいない多<の 犬や猫が処分されています。

(社)島根県獣医師会のホームベ=ジ |こ「ネット里親深し」を開設しました。不幸

な動物たちを 1頭でも減らすためぜひご利用<だ さい。インタTネ ット環境がな

こ
と

働
政
治
目
的
ま
た
ほ
宗
教
的
活
動
の

た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と

岡
集
団
的
ほ
ま
た
ほ
常
習
的
Ｅ
暴
力

的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ
の
あ

る
組
織
の
利
益
に
な
る
も
の
で
な

い
こ
と

０
主
催
者
が
国
、

地
方
公
共
団
俸
で

な
い
こ
と

働
浜
日
市
か
ら
他
の
補
助
金
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

倒
そ
の
ほ
か
市
長
が
不
適
当
と
認
め

る
も
の
で
な
い
こ
と

申
請
方
法
　
事
前
ほ
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
政
策
課
地
域

振
興
係

（な
内
線
３
４
４
）

「明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」

市
内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
か
ら

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ

い
で
、

審
査
の
結
果
、

次
の
曽
さ
ん

が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
数
　
９８
点

入
選
者

（敬
省
略
）

飯
日
　
香
澄

右
本
　
承

大
前
　
基
不
津
季

勝
日
　
和
明

曽
根
　
美
咲

日
中
　
翔
子

日
畑
　
優
美
香

土
井
　
遼
太

中
２
年

中
２
年

中
２
年

中
２
年

中
２
年

中
２
年

中
２
年

中
２
年

市内宿泊施設の

宿泊者数 (人)

(延べ人数)

補助金額 (円)

25/ / 49 50,000

50/4/ 99 100,000

100～149 200,000

150/ フヽ 300,000

応
募
作
品
の
入
選
者
決
定

日
高
　
夕
茉
　
　
　
　
一
中
２
年

軌
中
　
仁
美
　
　
　
　
一
中
２
年

藤
日
　
首
本電
　
　
　
　
一
中
２
年

古
森
　
広
大
　
　
　
　
一
中
２
年

真
鍋
　
薫
　
　
　
　
　
一
中
２
年

和
日
　
愛
未
　
　
　
　
一
中
２
年

神
谷
　
実
香
　
　
　
　
一
中
２
年

間
脇
　
舞
　
　
　
　
　
一
中
２
年

山
崎
　
衣
里
奈
　
　
　
一三
中
２
年

佐
々
木
　
杏
子
　
　
　
東
中
１
年

浅
野
　
辻
厄
子
　
　
　
　
東
中
３
年

前
田
　
と
も
み
　
　
　
東
中
３
年

（選
挙
管
理
委
員
会
）

「健康保険の扶養に入るには」

Q 息 子の健康保険の扶養こ入りをいのですが。

A.次 の条件|こ該当すると思われる人は、息子

さんの勤務先|こご相談<だ さい。

①生計維持関係があること

主として被保険者の収入こよつて生計を維持

している人。

①収入による目安

年収が130万円未満(60歳以上の人、まをほ身

体障害者ほ180万円未満)で、被保険者の年収

の半分未満であること。

①親等数による条件

3親 等内であること。(ただし、父母、祖父

母などの直系尊属、配偶者、子、孫、兄弟姉

妹以外の親族|よ校保険者と同居している人。)

※ な お、これほ社会保険の一炉Jです。健康保

険の種類|こよつてほ条件が異なる場合があり

ますので、詳孫日ほお問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 福 祉総務課保険係

(a内線 156、  158)

広報はまだ :平成16年10月15日暑



冒

険

vol口95

私
ぼ
輸
轍
鶴
撤

一

↑
―
―
―

ヨ

こ
ど
も
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト
や

創
作
活
動
の
多
＜
ほ
週
末
に
設
定

し
て
い
ま
す
が
、

平
国
で
も
、

子

ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
り
作
品
を

作

っ
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
よ
う
か
。

３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、

柔
ら
か
い
布
の
ブ
ロ
ツ
ク
や
本
の

パ
ズ
ル
、

紙
の
ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ

り
、

自
由
区
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

海
の
見

え
る
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
は
、

親
子
の
ス
キ
ン
ン
ッ
プ
を
深
め
る

ほ
ほ
も
っ
て
こ
い
の
環
境
と
い
え

る
で
し
よ
う
。

ま
た
２
階
区
は
、

誰
で
も
気
軽
Ｅ

参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ｔ
ダ

の
時
期
Ｅ
ほ
短
冊
を
作

っ
た
り
、

ワ

リ
ス
マ
ス
の
頃
ほ
は
、

ツ
リ
ー
ほ
飾

り
付
け
を
行

っ
た
り
と
四
季
折
々
の

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

現
在

は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
あ
り
作
り
が

体
験
可
能
で
す
。

網
長
い
画
用
紙
区

思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た
後
、

き
れ

い
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
で
き
あ
が

り
で
す
。

来
館
の
記
念
と
し
て
子
ど

も
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
作
品
Ｅ
仕
上

げ
る
の
も
系
敵
で
す
ね

（１
枚
１００
円

の
材
料
費
が
必
要
で
す
）。
そ
の
他
、

１
階
ほ
ほ
紙
の
パ
ズ
ル
や
万
華
鏡
、

親
子
で
読
書
を
楽
し
め
る
図
書
室
も

あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
展
覧
会
任
は
そ
の
都
度
、

楽
し
い
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、

展
示
室
で
ひ
と
時
を
過
ご

す
の
も
あ
す
す
め
で
す
。

ぜ
ひ
、

お

出
か
け
＜
だ
さ
い
。

利
用
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

世
界
こ
ど
も
美
術
館

ツ
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
グ
リ
ド
ン
天
集
合
》

ど
ん
ぐ
り
に
手
と
足
と
目
を
つ
け

れ
ば
、

か
わ
い
ら
し
い
グ
リ
ド
ン
君

の
で
き
あ
が
り
１

◎
１１
月
３
日
棚
、
６
日
０
、
７
日
０
、

‐３
日
０
、

１４
日
０

《
毛
む
く
ジ
ャ
ラ
ー
》

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
毛
糸
で
つ
＜
る
マ

ス
コ
ツ
ト
「毛
お
＜
ジ
ャ
ラ
ー
」
。

か

ば
ん
や
車
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て

大
活
躍
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
１

◎
１１
月
２０
日
０
、

四
日
０
、

舞
日
冊
、

２７
日
０
、

２８
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
～
４
時
の

活
動
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、

当

日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
ほ
申
し

込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
添
で
の
ご
利
用
は
受
け
付
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事

前
に
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
総
を
描
こ
う

マ
ウ
ス
を
自
由
区
動
か
し
て
、

い

ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

参
加
料
　
無
料

※
　
開
館
日
は
い
つ
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、

イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
場
合
な
ど
は
利
用
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
、

外
国
の
珍
し

い
飲
み
物
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

営
業
日
時
　
１１
月
３
日
働
、
６
日
０
、

７
日
０
、

１３
日
０
、

１４
日
０
、

２０

日
０
、

２‐
日
０
、

郷
日
冊
、

２７
日

０
、

２８
日
０

午
前

１０
時

～
正

午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

（
な
②
８
４
５
１
）

一
船
常
ほ
電
器

！！
生
標
凛
，
。

一
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揺
難
囀
弾
辛嬰

〔剛
一
１０
月
２４
日
０

午
前
９
時
３０
分
～

同

国
府
公
民
館

ん

榎
不
矩
子
さ

講
師

‐
、
０
０
０
円

日

「

□

国
府
公
民
館
（奮
④
ｌ
２
７
０
）

アク打一一一≡十七牽Aひ孤S

①
ア
ク
ア
ス
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

「砂
浜
の
自
然

・
秋
」

砂
浜
の
自
然
を
再
発
見
す
る
観
察

会
で
す
。

〔田

１０
月
２３
日
ω

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

（同
一
３０
人

（先
着
順

・
申
し
込
み
が

必
要
）

圃

無
料

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

「ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
～
自
然
を

感
じ
よ
う
」

自
然
の
中
の
遊
び
を
通
し
て
自
然

を
感
じ
ま
し
よ
う
。

〔円
一
１０
月
３‐
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

（同
一
３０
人

（先
着
順

・
申
し
込
み
が

必
要
）

日

無
料

申
込
方
法
　
帝電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
ベ
ー
ジ
か
ら

ロ

ア
ク
ア
ス

（ａ
①
３
９
０
０
、

す
汁
汁０
い＼
＼
〓
〓
〓
　
い
ｏ
⊆
ф
∽
・
〇
【・　』０
）

犬
の
し
，
け
力
教
塁

！　
　
　
！
！
！

　
！
！
！！

ト
イ
レ
の
し
つ
け
方
、

吠
え
た
り

舶
み
つ
＜
の
で
困
る
な
ど
、

犬
の
し

つ
け
万
や
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
を
知

り
た
い
人
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
＜
だ
さ

い
。

・
犬
の
適
正
飼
育

・
犬
の
病
気

。
し
つ
け
方
な
ど
の
実
演

（飼
い
犬

の
持
ち
込
み
は
不
可
）

〔Ｕ

ｌＯ
月
３‐
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

□

浜
日
公
民
館
　
研
修
室

〔同
一
３０
人

（定
員
ほ
な
り
次
第
締
め

切
り
）

日

無
料

申
込
締
切
日
　
１０
月
郷
日
側

〔∪

ム
団
一
環
境
課
環
境
保
全
係

（ａ
内
線
２
５
６
）

対
象

　
一
般
成
人

①
ご
ぼ
う
巻
き
て
ん
ぷ
ら

□

１１
月
７
日
０

午
前
９
時
～
午
後
２
時

②
い
か
の
く
ん
せ
い

〔∪

１１
月
１４
日
０

午
前
９
時
～
午
後
１
時

③
缶
詰

□

１１
月
２‐
日
０

午
前
９
時
～
午
後
２
時

（

口

浜
日
水
産
高
等
学
校
食
品
流
通

科
実
習
棟

□

各
２０
人

（先
着
順
。

た
だ
し
、

各
講
座
と
も
希
望
者
が
１０
人
未
満

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

）

日

各
講
座
　
５
０
０
円
（保
険
料
）

申
込
締
切
日
　
①
ｌｌ
月
１
日
側

②
８
日
側
　
③
ｌ５
日
働

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
睦
住
所

・

氏
名

・
電
話
番
暑

・
希
望
す
る
講

座
名
を
明
記
し
て
〒
６
９
７

‐
０

０
５
１
　
瀬
戸
ヶ
島
町
２
５

１
３

浜
日
水
産
高
校
学
校
開
放
講
座
係

ほ
郵
送
し
て
＜
だ
さ
い
。

（全
講

座
受
話
可
能
で
す
が
、

先
着
順
で

す
。

昼
食
ほ
各
自
で
準
備
）

□

浜
日
水
産
高
校
学
校
開
放
講
座

吉
日
康
博
さ
ん

（奮
②
３
０
９
８
）

野肝章説群様常ルれまね

‐８
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
か
け
る
子

ど
も
専
用
電
話
″

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
し
ま
ね

〃は
、

「か
け
る
の
も
切
る

の
も
君
の
自
由
与
名
前
は
言
わ
な
＜

て
い
い
よ
」
と
よ
び
か
け
、

子
ど
も

の
気
持
ち
Ｅ
寄
り
添
い
、

ど
ん
な
こ

と
で
も
じ
っ
＜
り
耳
を
傾
け
る
電
話

で
す
。

来
年
度
、

浜
日
で
も
開
設
す

る
予
定
で
、

「受
け
手
養
成
講
座
」
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
「聴
＜
と
い
う
こ
と
」
「
子
ど

も
の
声
を
受
け
と
め
て
～
与
実
際

の
電
話
を
想
定
し
て
の
□
―
ル
プ

レ
イ
」
な
ど

期
日
　
１２
月
５
日
、

１２
日
、
１
月
１６

日
、
２
月
郷
日
、

２７
日
、
３
月
１３

日

□

い
わ
み
―
る

講
師
　
神
谷
信
行
さ
ん

（弁
護
士
）

ほ
か

受
講
料
　
５
、
０
０
０
円

（初
□
ほ

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

口
〕
郷
人

募
集
期
間
　
１０
月
１５
日
か
ら
１１
月
２０

日
ま
で

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
ね
子
ど
も

セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
事
業
部
浜
日

市
担
当
　
岡
本
久
子
さ
ん

公

・囲
④
４
２
２
↓

口
‐
ヨ
∞
十
一
”の
く
ф
σ
Ｃ
ｔ
∽
く
Φ
σ
⊂
〇
⊃
一ネ
洋
く
。
〇

〇
ヨ

※
　
チ
ラ
ン
は
市
内
各
公
民
館
、

図

書
館
区
あ
り
ま
す
。
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臥帥女場！！育帥帥非いいャ‐

職
場
ほ
お
け
る
女
性
の
能
力
発
揮

を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
り

組
み
（ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
）

を
普
及
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
人
材
活
用
―

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
者

え
方
―
」

講
師
　
西
嶋
美
那
子
さ
ん

（日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
人
事
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

人
材
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
事
例
紹
介
　
「わ
が
社
の
取
組
み
」

講
師
　
十二
代
豊
さ
ん

（の
イ
ズ
コ

ン
取
締
役
総
務
部
長
）

○
説
明
　
宋

ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
具
体
的
取
組
み
万
」

講
師
　
働
２‐
世
紀
職
業
財
団
島
根

事
務
所
職
員

〔剛
一
１１
月
１２
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

□

県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
　
研

修
室

申
込
締
切
日
　
１１
月
５
日
０

〔円
三
剛
一
地
域
政
策
課
男
女
共
同
参

画
係

（ａ
内
線
３
４
４
）

アクＦオ林齢巻将ギ

・
基
本
操
作
に
つ
い
て

・
テ
ー
ブ
ル
、

フ
ォ
ー
ム
、

レ
ポ
ー

卜
、

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
、

ク

エ
リ
の
操
作

・
フ
才
―
ム
の
活
用
に
つ
い
て

・
イ

ン
ポ
ー
ト
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
、

マ
ク
ロ
の
操
作

対
象
　
在
職
者
で
、

表
計
算
ソ
フ
ト

「
エ
ク
セ
ル
」
の
初
級
～
中
級
程

度
を
習
得
し
、

更
に
実
務
的
な
活

用
で
初
級
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
習
得

し
た
い
人

〔剛
一
１１
月
８
日
０
、
１０
日
側
、
１２
日

０
、

‐５
日
０
、

１９
日
０
、

２４
日
側
、

２６
日
０
、

郷
日
働

午
後
６
時
～
８
時
３０
分

□

浜
田
高
等
技
術
校
本
館
３
階

（同
一
１５
人

（応
募
者
多
数
の
場
合
は

厳
正
な
抽
選
）

〔Ｕ
　
テ
キ
ス
ト
代
の
み
実
費
負
担

申
込
方
法
　
１０
月
２２
日
０
ま
で
区
技

術
校
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

し
て
＜
だ
さ
い
。

（円
三
剛
一
浜
日
高
等
技
術
校

（〒
６

９
７

‐
０
０
６
２
　
熱
日
町
４
７

０

‐
１

奮
②
０
４
５
７
、

囲

②

４
０
２
７
）

聯却細輔様湘理膚一

汗
を
か
き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、

多
＜
の
人
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
よ
う
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で

す
。

対
象
　
市
内
在
住
者
で
年
齢

・
性
別

は
間
い
ま
せ
ん
。

〔剛
一
１０
月
２４
日
０
　
午
前
８
時
３０
分

（開
会
式
）
～
正
午

（予
定
）

同

国
府
体
育
館

種
ロ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

全

般

・
フ
Ｚ

トヽリ
ー
の
部
）

日

無
料

申
込
締
切
日
　
１０
月
１９
日
側

（円
Ｘ
剛
｝
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

（容
内
線
４
５
８
）

ボ
ラ
ンチ
一
ュ
務
拝
清
掃

「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の

会
」
で
は
、

毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔Ｕ

ｌＯ
月
３０
日
０

午
前
７
時
３０
分
～
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
マ
リ
ン
大
橋
八
□
付
近

清
掃
場
所
　
Ｂ
Ｂ
大
鍋
開
催
場
所
周

辺
※
　
小
雨
決
行
　
参
加
し
た
人
に
は

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

□

牛
尾
さ
ん

（奮
０
９
０

１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

フレツチ≡≡，，一ｔｔせんか

市
母
子
会
連
合
会
で
は
、

心
動
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
目
的
で
、

年

３
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
会
を
開
催
し
ま

す
。

ひ
と
り
親
家
庭

・
寡
婦
の
人
な

ら
ど
な
と
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参

一

加
希
望
者
は
直
接
会
場
区
め
越
し
＜

だ
さ
い
。

（託
児
あ
り
）

〔Ｕ

ｌＯ
月
３０
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

□

浜
日
公
民
館

内
容
　
健
康
相
談

講
師
　
肥
塚
由
美
子
さ
ん

圃

無
料

□

牛
尾
さ
ん

（奮
②
３
２
０
９
）

第
４５
回
志
る
さ
と
歴
史
紀
行

西
村
町
か
ら
折
居
町
ま
で
江
戸
時

代
の
原
風
景
を
深
し
て
旧
山
陰
道
の

道
筋
を
歩
き
ま
す
。

将
来
高
速
道
路

の
建
設
で
地
形
が
変
わ
る
前
に
、

自

分
の
足
で
確
か
め
て
お
き
た
い
。

幻

の
景
色
が

一
瞬
見
え
た
な
ら
、

あ
な

を
は
も
う
歴
史
の
証
人
。

（団
一
１０
月
３‐
日
０
　
午
前
９
時
１５
分

Ｅ
周
布
駅
前
に
集
合
。

午
後
３
時

ご
ろ
解
散
予
定
。

交
通
手
段
の
な

い
人
は
事
前
に
お
申
し
込
み
＜
だ

さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

団

資
料
代

準
備
　
弁
当
を
用
意
し
て
＜
だ
さ
い
。

□

下
村
明
雄
さ
ん

（夜
５
時
以
降

奮
０
９
０

１
７
１
３
１

１
９
６
３

７
）
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不
要
に
な
つ
た
本
を

募
集
し
ま
す
！
！！！
！

秋
の
読
書
週
間
の

一
環
と
し
て
１１

月
７
日
０
に
、

市
立
図
書
館
で

「本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
を
開
催
し
、

防

要
な
人
に
持

っ
て
帰

っ
て
も
ら
い
ま

す
。

家
庭
で
不
要
任
な

っ
た
本
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
姫
篤
齢
翻
船
毬
＝
目

ｔ
麟
獣
斡
の
間
任
随
時
図
書
館
ま
で

お
持
ち
＜
だ
さ
い
。

※
　
百
科
事
典
は
ご
遠
慮
＜
だ
さ
い

□

市
立
図
書
館
（奮
②
０
４
８
０
）

ン
麓
額

唐
谷
坂
保
存
会

で
は
、

書

の
街

道

・
唐
谷
坂
（河
内
町
）
ウ
牙
―
ク
を

開
催
し
ま
す
。

右
畳
な
ど
歴
史
的
風
情
の
あ
る
こ

の
道
を
普
さ
ん
ぜ
ひ
体
験
し
て
＜
だ

さ
い
。

（団
一
１０
月
３‐
日
０
　
午
前
９
時
３０
分

河
内
町

（河
内
橋
）
広
場
集
合

出
発
１０
時
　
解
散
２
時
予
定

コ
ー
ス
　
唐
谷
坂
と
新
展
望
合
へ
の

５
愉
を
歩
＜
。

途
中
で
休
憩
昼
食
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
た
道

（

の
資
料
な
ど
説
明
。

持
参
品
　
歩
き
や
す
い
靴
、

弁
当
と

飲
み
物
、

ご
み
入
れ
。

日

無
料

□

古
谷
智
英
昭
さ
ん

公

０
８
１
３
５
）

城山大！！．！車＝，析対！

対
象
　
６０
歳
以
上
。

参
加
者
多
数
の

場
合
ほ
城
山
大
学
、

城
山
学
級
の

受
講
生
を
優
先
し
ま
す
。

□

１１
月
９
日
側

行
き
先
　
一二
瓶
埋
没
林
↓
石
見
銀
山

資
料
館

・
町
並
み
探
索
↓
仁
摩
サ

ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

乗
り
物
　
バ
ス
ー
合

（円
一
４０
人
程
度

（定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

⌒側
）
６
、
０
０
０
円
程
度

（円
Ｘ
側
一
市
社
会
福
祉
協
議
会

寺
井
さ
ん

（奮
②
０
０
９
４
）

畳
ヶ
浦
や
国
府
地
区
の
名
所
旧
跡

を
舞
台
ほ
謎
解
き
ほ
挑
戦
し
、

地
域

の
人
々
と
ふ
れ
あ
お
う
１

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

〔日

１１
月
１４
日
０
　
午
前
９
時
３０
分

～
午
後
３
時

（小
雨
決
行
）

（同
一
４０
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

圃
〕
１
、
ｏ
ｏ
ｏ
円
（昼
食
代
、
保

険
料
、

郵
送
料
な
ど
）

申
込
締
切
日
　
１０
月
３‐
日
０

（国
府
公

〔∪
（∪

い
る
か
ク
ラ
ブ

・囲
④
ｌ

民
館
）
上
部
さ
ん

（な

０
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ

２
７

　
　
　
　
　
　
　
ン
タ

ー

那

賀

セ

劇

場

浜

田

・

）

容

・囲
②
６
３
９

ヽ
６

抄陣触燃抑嫌ｒ，どい
こ
ま
、

ミ

三
門
松
、

年
賞
状
、

凧
、

し
め
縄
作
り
、

福
笑
い
、

餅
つ

き
な
ど
吉
な
が
ら
の
お
正
月
の
遊
び

な
ど
を
家
族
み
ん
な
で
体
験
し
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

（
ま
で
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

ロ

セ
月
１８
日
０
～
１９
日
０

□

県
立
少
年
自
然
の
家
（江
津
市
）

（倒
一
１
人
２
、
６
０
０
円

（創
作
活

動
実
費
が
５
０
０
～
７
０
０
円
程

度
別
途
防
要
）

⌒側
｝
８０
人

申
込
締
切
日
　
１１
月
塑
日
側

□

少
年
自
然
の
家

（奮
０
８
５
５
②
０
７
１
６
）

菊
壕
事
朽
鰐
校
崎

ドゆ

第6期ボランテイア観光ガイド
賛成講座を開催します

浜日の歴史 ・文化などの郷土史や観光|こついて、現

地研修や座学など楽しみながら受話してもらいます。

そして、将来はボランテイア観光ガイドを目指してみ

ませんか。多数の普さんの受講をお待ちしています。

講師 奴「土史家、地質学者、教育委員会学芸員ほか専

門家

団 無料 (ただし、昼食代は実費負担)

申込方法 ほ がきこ住所、氏名、年齢、電話番暑、 F

AX番 暑を書いて申し込んで<だ さい。

申込締切日 10月 22日 0

※ 詳 し<ほ お問い合わせ<だ さい。

便チロ 浜日市観光協会

(浅井町791 2 奮 ④ 1085)

H  E 3 1調野■マ

10月26日快)

開講式

浜日八町と史跡めぐり

浜日藩の概要

1 1月2日 (火)
浜日城跡のポイント

櫨平右近将監家とその家臣

11月11日(本)

「鏡山事件」|こついて

浜日の特産品

石見神楽と面

11月16日快)
昌ケ浦 ・裏倶」、上部から見ると

浜日の大地 ・観光の視点から

11月24日 は) 史跡 ・観光地めぐり、閉講式

※ 時 間は午前 9時 30分～午後 3時、場所ほ市内公民

館など

広報ほまだ :平成16年10月15日暑 にい日時 □
=場所 □

=定員 日
=料金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



松
平
右
近
将
監
家
と
そ
の
家
臣

Ｈ
岩
田
家
寄
託
品
披
躍
展
Ｈ

南
郷
土
資
料
館
開
館
２０
周
年
記
念

の
特
別
展
と
し
て
、

平
成
１５
年
２
月

に
浜
日
市
に
寄
託
さ
れ
た
旧
浜
日
藩

士

・
岩
日
九
郎
衛
門
の
遺
品
な
ど
を

中
心
と
し
た
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。展

示
品
は
武
具
、

馬
具
、

日
常
の

衣
類
な
ど
が
あ
り
、

浜
日
藩
関
係
と

し
て
は
数
少
な
い
貴
重
な
資
料

で

す
。

ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
ほ
ご
観
覧
＜

だ
さ
い
。

〔剛
一
１０
月
１５
日
０
～
「
月
２３
日
側

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（八
館
は

４
時
３０
分
ま
で
）

□

市
郷
土
資
料
館

（黒
川
町
）

日

無
料

休
館
日
　
月
躍
日
、

１１
月
４
日
側

□

郷
土
沓
一料
館
（
ａ
④
６
４
５
３
）

祭

文
化
協
会
会
員
が
２
年
区

一
度
、

国
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

き
さ
ん
、

ご
鑑
賞
＜
だ
さ
い
。

□

１０
月
笈
日
０
～
別
日
０

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日

無
料

舞
台
部
門
（２４
日
の
み
）

舞
踊
、

郷

土
芸
能
、

邦
楽
、

崎
詠
な
ど

展
示
部
門
　
一宰
道
、

文
芸
、

水
墨
画
、

芸
術
人
形
、

ち
ぎ
り
絵
、

掏
芸
、

写
真
、

書
、

盆
栽
な
ど

雛醐文世！慨紙取一拝！

講
師
　
朴
容
寛
さ
ん

（県
立
大
学
教

授
）

〔田

１０
月
刻
日
側

午
後
了
時
～
８
時

□

浜
日
三
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

レ
日

無
料

□

浜
日
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

局

（奮
②
３
７
５
９
）

サ
ン
■ビ
し
，
ジ
浜
回
よ
り

①
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
生
徒

募
集
―

〔円
一
１１
月
か
ら
毎
週
金
躍
日
　
初
級

コ
ー
ス
は
午
後
６
時
～
７
時

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

（同
一
１０
人
程
度

日

１
回
５
０
０
円

※
　
受
講
料
の
ほ
か
、

滑
走
料

・
貸

靴
料
が
防
要
で
す
。

ま
た
、

初
□

一

の
み
保
険
料

（５
０
０
円
）
が
必

要
で
す
。

○
お
知
ら
せ

・
１０
月
帽
日
０
、

１９
日
側
は
終
日
貸

し
切
り
の
た
め

一
般
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
１０
月
１６
日
０
～
１１
月
２７
日
０
の
毎

週
土
躍
日
ほ
貸
し
切
り
の
た
め

一

般
利
用
は
午
後
７
時
ま
で
と
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

・
８
月
２２
日
０
の
こ
ど
も
美
術
館
ま

つ
り
で
子
ど
も
た
ち
が
描
い
て
＜

れ
を
絵
を
米
の
中
で
展
覧
し
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
＜
だ
さ
い
。

（円
Ｘ
剛
一
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日

谷

①
ｌ
３
０
０
）

浜
田
市！！！！！鱗
ま
い
曇
福
祉
大
会

法
」

け
る
こ

（浜
日

秋
に
彩
ら
れ
た
銀
天
簡
商
店
街

□

１０
月
郷
日
０
～
３０
日
働

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（予
定
）

・
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
ラ

リ

ー

・
「
記
念
日
」
を
テ
ー
マ
ほ
し
た
催
し

物
な
ど

□

銀
天
街
商
店
街

○
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

郷
日
０
　
午
後
６
時
～
　
丸
山
洋

子
さ
ん

（
テ
ー
ブ

ル

コ
ー
デ

ィ

ネ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
フ

才
リ
テ
ィ
ー

・
才
ブ

・
ラ
イ
フ
」

無
料

午
後
７
時
～
　
ビ

ュ
ツ
フ
エ
パ
ー

テ
ィ
１
　
５
、
０
０
０
円
予
定

※
　
会
議
所
に
申
し
込
み
が
必
要
。

〔円
哀
剛
一
浜
日
商
工
会
議
所
経
営
指

導
課
三
浦
さ
ん
（ａ
②
３
０
２
５
）

芸
術
の秋
≡
博
？
翠

①
こ
ん
や
ま
ち
秋
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

〔Ｕ

ｌＯ
月
３‐
日
０
　
午
前
１１
時
～
午

後
３
時

（小
雨
決
行
）

〔□

こ
ん
や
ま
ち
ふ
れ
あ
い
□
―
ド

（歩
行
者
天
国
）

○
未
来
の
ピ
カ
ソ
展

市
内
園
児
に
よ
る
約
８
０
０
作
品

の
絵
を
展
示
し
ま
す
。

（剛
一
１０
月
２６
日
側
～
１１
月
３
日
側

□

紺
屋
町
商
店
街
店
舗
前

一

八
選
作
品
は
世
界
こ
ど
も
美
術
館

ほ
展
示
し
ま
す
。

（「
月
９
日
側

～
‐４
日
０
）

□

紺
屋
町
商
店
街
　
段
原
酒
店

谷

②
０
３
２
３
）

浜
田
毒！！！！議
一
一
一
一
！

○
は
ま
よ
う
芸
術
文
化
の
集
い

神
戸
川
太
鼓
の
普
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
の
和
太
鼓
公
演
や
、

本
校
の
神

楽
社
中
の
神
楽
を
発
表
し
ま
す
。

（団
一
１１
月
７
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

□

浜
日
養
護
学
校
体
育
館

①
学
校
公
開

体
験
学
習
や
教
育
相
談
も
行
い
ま

す
。

ぜ
ひ
来
て
＜
だ
さ
い
。

（円
一
１１
月
８
日
働
～
１２
日
０

午
前
９
時
～
午
後
３
時

申
込
締
切
日
　
１１
月
２
日
側

⌒同
〓
剛
一
捩
日
養
護
学
校

（奮
①
２

２
０
０
、

図
②
２
２
０
↓

14広報はまだ :平成16年10月15日暑



『す
く
す
く
」
移
動
子
育
て

広
場
を
開
催
し
ま
す

親
子
で
自
由
区
い
ろ
い
ろ
な
玩
具

や
遊
具
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

お
友
達
づ
＜
り
に
、

ま
た
子
育
て

の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
ど
う
ぞ
ご

利
用
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
就
学
前
児
童
と
そ
の
保
護
者

お
よ
び
祖
父
母

内
容

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

・
フ

リ
ー
ト
ー
ク

・
育
児
相
談

，
身
体

計
測
な
ど

□
・同

１０
月
２９
日
０

１１
月
３０
日
側

所ゼ
月
怖
日
欲

美
川
公
民
館

上
府
町
三
宅
集
会

周
布
公
民
館

つ

１
月
１９
日
側
　
長
浜
公
民
館

２
月
１６
日
側
　
石
見
公
民
館

時
間
　
午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

□

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

谷

②
ｌ
２
５
３
）轍

却胞深握一碑部印秘離暖強

尺
八

・
筆

・
三
味
線

・
和
太
鼓
の

ス
テ
ー
ジ
と
ギ
タ
ー

・
ン
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
な
ど
を
加
え
た
名
曲
ア
レ
ン
ジ

と
の
共
演
な
ど
。

（団
一
１１
月
了
日
０

開
場
　
午
後
３
時
　
開
演
　
４
時

同

石
央
文
化
ホ
ー
ル

〔剛
一
前
売
り
　
　
　
２
、
５
０
０
円

当
日
　
　
　
　
３
、
０
０
０
円

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

□

和
の
饗
宴
２
０
０
４
実
行
委
員

△
蚕
　
三
浦
さ
ん
（
谷
②
２
８
８
６
）

文
化
講
演
会

「出
会
い
　
ふ
れ
含
い

巡
り
会
い
」

作
家
区
な

っ
て
出
会

っ
た
人
に
つ

い
て
の
お
話
や
、

生
き
る
こ
と
と

は
、

ほ
ん
と
う
の
愛
と
は
…
。

〔Ｕ

ｌｌ
月
１３
日
０
　
午
後
０
時
３０
分

開
場
、
２
時
～
　
開
演

□

い
わ
み
―
る
体
育
室

講
師
　
村
尾
靖
子
さ
ん

（作
家
江
津

市
在
住
）

日

無
料

※
　
手
話
通
訳

・
要
約
筆
記
あ
り

□

教
職
員
互
助
会
浜
日
支
局

（浜
日
教
育
事
務
所
内

な
①
５
７
０
３

・
５
７
０
５
）

一申〕輸的”弁中，一，ヤパル

日
頃
、

動
労
蕎
少
年
ホ
ー
ム

（日

Ｋ
日
）
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
る

音
楽
サ
ー
ク
ル
が

一
緒
区
合
同
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。

営
さ
ん
あ
誘
い

合
わ
せ
の
上
、

ど
来
場
＜
だ
さ
い
。

（円
一
１１
月
３
日
側

午
後
０
時
５０
分
～
了
時
３０
分

同

石
央
文
化
ホ
ー
ル
　
小
ホ
ー
ル

日

無
料

□

勤
労
蕎
少
年
ホ
ー
ム

容

②
５
０
４
３
）

第
５５
回
浜
田
市
文
化
察
協
賛
行
事

【浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会
】

〔Ｕ

ｌｌ
月
７
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□

国
民
宿
舎
千
畳
苑

実
施
団
体
　
浜
日
謡
曲
連
合
会

【第
５５
回
石
見
短
歌
大
会
】

〔Ｕ

ｌｌ
月
７
日
０

午
後
１
時
～
４
時

□

浜
日
公
民
館

実
施
団
体
　
浜
日
短
歌
グ
ラ
ブ

【文
化
講
演
会
】

「浜
田
藩
に
お
け
る
タ
タ
ラ
産
業
」

〔Ｕ

ｌｌ
月
１３
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

□

浜
日
公
民
館

実
施
団
体
　
市
文
化
財
愛
護
会

□

市
文
化
協
会

公

０
６
４
５
３
）

お忘れ沿く!!

市県民税 (普通徴収 ・第 3期 )。国民健康

保険料 (第5期 )の納付期限は、11月 1日(月)・

□座振替日は10月28日 休)です。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
下
府

町
　
川
崎
宏
　
▽
熱
日
町
　
山
本
届
子

▽
横
浜
市
神
奈
川
区
　
佐
々
本
章
　
▽

生
湯
町
　
伊
藤
十
三
生

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
長
浜
町

鍛
治
村
佳

一　
▽
瀬
戸
見
町
　
門
本
重

子
　
▽
上
府
町
　
牛
尾
楔
　
▽
津
摩
町

寺
井
節
子
　
▽
朝
日
町
　
山
□
重
子

北
村
紀
八
郎
　
▽
下
府
町
　
古
川
知
之

▽
相
生
町

中
田
美
子
　
▽
生
湯
町

伊
藤
十
三
生

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
下
有
福
＝
▽
下

有
福
町
　
近
重
進
　
○
上
府
＝
▽
上
府

町

牛
尾
楔

〇
三
宅

＝
▽
上
府
町

牛
尾
楔
　
○
下
府
＝
▽
下
府
町
　
古
川

知
之
　
○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町
　
大
日
千

鶴
子
　
○
唐
鐘
３
＝
▽
国
分
町
　
大
田

子
鶴
子
　
○
唐
鐘
９
＝
▽
国
分
町
　
大

田
千
鶴
子
　
○
朝
日
８
＝
▽
朝
日
町

北
村
紀
八
郎
　
○
長
浜
Ｉ
Ｈ
▽
長
浜
町

鍛
治
村
ア
サ
子

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国
分

町
　
大
田
千
鶴
子
　
○
浅
井
日
▽
浅

井
町
　
上
迫
清
子
　
本
村
文
明

○
下
有
福
＝
▽
下
有
福
町
　
近
重
進

○
下
府

＝
▽
下
府
町
　
古
川
知
之

○
長
浜
＝
▽
長
浜
町
　
小
川
南
　
鍛

治
村
佳

一　

〇
上
府

＝
▽
上
府
町

牛
尾
楔

◎
旭
光
福
祉
会

へ
　
▽
熱
日
町
　
森

上
保

◎
市
図
書
館
へ
　
▽
殿
町
　
一晃
本
秀
政

◎
夕
陽
ヶ
丘

へ
　
▽
河
内
町
　
江
本

久
則

◎
た
ん
ぽ
ぽ

の
里

へ
　
▽
日
脚
町

志
波
港
己

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
上
府

子
供
神
楽
神
友
会
　
▽
松
原
町
　
大

摘
忠
軌

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
津
摩
＝
▽
津

摩
町
　
餅
谷
ユ
リ
子

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
上
府
＝
▽
上

府
子
供
神
楽
神
友
会

◎
市
文
化
協
会
へ
　
▽
上
府
子
供
神

楽
神
友
会

◎
ぴ
ゅ
あ
へ
　
▽
周
布
町
　
蔵
元
洋

15  広 報ほまだ :平成16年10月15日暑 にチ日時 □
=場所 □

=定員 日
=米斗金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



①健康長落謙
②健康長落謙 ‐
③子育て支援謙

健康推進係い 内線164・166)

F瞳疑擦温艦1暑双17の
検診 ・教室など 月  圏 8寺  間 場 所 内 容 な ど 備 者

基本健康診査
10月30日(土)

まで
各診療8寺間

指定医療機関

(6月1日景の広報[掲動
対象 :市 内|こ居住の4嚇 以上の人 受診料:1,000円

申

込

不

要

前立腺がん検診
10月30日(土)

まで
各診療時間

指定医療機関

(6月1日暑の広報こ掲朝)

対象 :4嚇 以上の男性

血波検査 (PSA法)こよる検診です。

受診料:1,500円

(受診者全員魅要)

胃がん検診

11月4日(木)

8:30～9:00 下有福センター 対象 i40歳以上

(国民健康保険力日入者は無料。

保険証が必要)
受診料!1,100円

10,00～10i30 国府公民館

13!00- 13i30 陽洸台集会所

11周19日(金)

8i30～9i00 農業構造改善センター

0100～ 0:30 周布公民館
3100～ 3:30 大麻公民館

ヨし)電1建康診査 11月11日(木) 3100～ 3:30

子育て支援セッター
対象 :平成16年6月 生まれ

受診料 :無淵1歳6か月児健康診査 11月2日(火) 3:00～ 3i30 対象 :平成15年 4月 生まれ

3歳 う電1建席誌ク査 11月18日(本) 3i00～ 3i30 対象 :平成13年 7月 生まれ

健康相談 周躍日と金躍日 3!00～ 5i00 市役所地階健康相談室 血圧 ・1/A脂肪沢」定、健康相談 成人対象

断酒会
11月2日快) 9100～ 21i00 浜日保健所 気軽ここ参カロ<を さい

問い合わせ先 山□源吉さん(a②2495)
※浜日市以外の人

も参加できます1月16日(火) 9100～ 21i00 市民集会所

ママパパ掌級

に 婦教室)
|十月20日(土) 10100～ 11:30 子育て支援センター

お産の経過 こついて 。赤ちやん

との接 し方 (沐浴 ・才ムツ換え

など),新 米パパの心得

※母子手帳を持

参して<だ さい

問い合わせ先!0

禁煙相談日 10月22日(金) 13:00～15100 市役所地階健康相談室
・イ固月J本目石炎
・尿|こ含まれるニヨチンの濃度沢」定

本目談料 :無料

申し込み先 :0 申

込

魅

要

糖尿病相談日
1 1月1 0日(水)

(毎月寛2水躍日)
13i00～17:00 市役所地階健康相談室

保健師、栄養士|こよる相談

予約 した時間にきて<だ さい。

本目談料 :無料

申し込み先:0

生活リハビリ教室
月18日1木)

13i30～15:30

ケアハウス美川
参力麟斗:無料

申し込み先:②
帽掛日‖、『日‖
1剛日‖N10日‖

総合福祉センター 痴呆予防や転倒予防こ関する教室

∂たろう会 月19日(金) 13i30～15i30 1倒剰曽進セッター1倒京町) 脳卒中再発予防教室

※

※

　

※

※

事し児 ・1歳 6か 月児 ・3歳 児健診の該当者こよ事前こ個人通矢Bします。

基本健診および各がん検診で、70歳以上の人、生活保護世帯 ・市民税非課税世帯の人は受診料が免除されます。 (ただし、前立腺がん検

診除きます。)

胃がん検診は、空腹状態でないと受診できません。(午前受診 よ朝食絶食、午後受診ほ当日朝 78寺以降絶食)

各種健(検)診こついては、浜田市民を対象とします。

<今 月の予防接種> ()内 は対象年齢 ※ 問 い合わせ先 :③

漁世代育成支援に関するアンケート調査 結 果肥事③

9月 15日暑から∃|き続き、浜日市が今年 1月こ実施した 「次世代育成支援|こ関するアンケート」の結果こついてめ矢Bl―lせします。

この調査結果を参者こ、次世代育成支援行動計画を策定し子育て支援施策を推進します。今回は、子育てこ関する悩みや不安に関

する間こついてまとめました。

1 子 育てほ楽しいと思いますか 10010

子育ては「楽 しい」との回答が所

掌前児童の保護者、小学校児童の保

護者ともこ多数となつています。

□ 楽しい   %と ちらともしヽえない

□ 楽し<な い 蟹 無回答

子育ては「楽 しいJと回答 してい

る中こも悩みとしては、就学前児童

の保護者、小学校児童の保護者とも

こ「子どもを叱りすぎているような

気がする」との回答が最も多<な つ

ています。

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

就学前児童の保護者 (回答数768)

小学校児童の保護者 (回答数866)

2  子 育ての悩み こつしヽて

三種混合(生後3か月から)、麻しん(1歳から)、風しん(1歳から)、日本8岡炎(3歳から)は、医療機関|こ予約をして指定された期国こ受サて<ださい。

ツベルクリン反応検査 ・BCG(10月 ・11月)生 後3か月から

ツベllクリン反応期日 場 受イ寸3寺間 B C Gttq日 会 場 ・ 時 間

10月26日 快) 浜 日 公 民 館
13i40ンヽフ14110

10月28日体) 判定およびBCG接 種は、市内の小児科で個別こ

実施します。電話で予約をして受すてください。11月22日個) る 見 公 民 館 11月24日は)

※ ツ ベルクリツ反応検査は48時間以内こ判定しますのでらずBCG接 種を受けてください。

就堂 前 甲重 の保 護 者 (回奈 数 768) 小学校児童の保護者 (□答数866)

1番目 子どもをBとりすぎているような気がする   37 子どもを叱りすぎているような気がする   360%

2番目 子どもの病舟 発育 発 達         379% 子ども同士の友だちづ きあい        305%

3番目 仕事や 自分のや りをいことが十分 できない  358% 子どもとの時間を十分ことれない      301%

4益 日 子どもの食事や栄養            340% 子どもの教育               27 5%

5益円 子どもとの時間を十分ここれない      276% 子ドもの合事や栄着            234%
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